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わたくしたちの先人は、不挑不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今IIの活力に満ちた Ii所川原市を築き

トげました。 

わたくしたちは，この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と脇調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めま I一。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

O自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

0平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります“ 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

市 	民 	憲 	章 	(lI(1ll59j1olj Ill tI1'i) 
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『
、戸
 

、
戸
 

ー
 

成
人
式
は

1月ろ日
に
 

市
で
に
、
 」ト
歳
を
抑
一え
 

締
 四

日
 
日
か
ら
昭
和
四
ト

年
四
H
.
H
ま
で
に
生
 

鴫
 

「農
村
婦
人
の
家
」
の
落
成
、
 

「み
ず
と
み
ど
り
の
小
公
園
」
 

、戸 

団嘗ゆ 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

昨
年
は
、
厳
し
い
中
に
も
飛

躍
へ
の
明
る
い
展
望
の
も
と
、
 

市
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
 

所
期
の
成
果
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
念
願
の
 
「栄

小
学
校
」
を
は
じ
め
、「し
き
し

ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」
 
 

戸、 

確
保
で
き
た
出
来
秋
の
喜
び
の

中
に
、
盛
況
を
極
め
た
第
三
回

市
農
業
ま
つ
り
等
、五
所
川
原

市
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
で

き
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

特
に
半
島
振
興
の
第
一
次指

定
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
の
全

面
開
通
と
前
田
野
目
バ
イ
パ
ス

の
開
通
、
さ
ら
に
は
西
部
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
落
成
等
、
一
段
と
 

充
実
が
図
ら
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
 

一
方
、
効
率
的
な
行
財
政
の

運
営
を
め
ざ
し
、
市
行
政
改
革

大
綱
が
策
定
さ
れ
、
厳
し
い
時

代
に
対
応
し
て
実
践
の
段
階
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

今
年
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ

ま
え
、
一
干
一
世
紀
を
め
ざ
し

て
た
く
ま
し
く
前
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
 

西
北
五
最
初
の
工
業
団
地
で

あ
る
漆
川
工
業
団
地
は
、
す
で

に
昨
年
工
場
用
地
分
の
造
成
を

完
了
し
、
新
た
な
誘
致
企
業
の

進
出
も
内
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
指
定
 

の
も
と
に
、
今
後
更
に
積
極
的

な
誘
致
運
動
を
展
開
し
て
ま
い

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
先
端
技
術
産
業
の
導
入
に
は
、
 

工
業
用
水
の
確
保
が
基
本
条
件

で
あ
り
、
工
業
用
水
道
事
業
に

着
じ
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

「農
業
」
は
市
の
基
幹
産
業

で
あ
り
ま
す
。
一
段
と
厳
し
く

な
っ
た
減
反
政
策
に
対
し
て
は
、
 

あ
く
ま
で
米
と
り
ん
ご
を
守
り

つ
つ
、
野
菜
等
の
振
興
に
よ
り

対
応
し
て
ま
い
ら
な
け
れ
ばな

り
ま
せ
ん
。
同
時
に
こ
れ
ま
で

に
完
成
、
稼
動
中
の
毘
沙
門

・

長
富
、
梅
沢
、
俵
元
、
小
曲
の

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
に
引
き

続
き
、
三
好
、
飯
詰
を
は
じ
め

全
地
区
の
加
工
セ
ン
タ
ー
建
設

が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
 

来
る
べ
き
一
干
一
世
紀
に
お

い
て
も
、
西
北
津
軽
並
び
に
津

軽
半
島
の
経
済
の
中
心
と
し
て

の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
商
業
近
代
化
を
積

極
的
に
お
し
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
特
に
駅
前
再
開
発

を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
 
 

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
核

と
な
る
国
鉄
余
剰
用
地
の
先
行

取
得
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
 

教
育
、
文
化
、
体
育
、
福
祉

の
振
興
は
、
活
力
と
潤
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
なす

も
の
で
あ
り
ま
す
。
五
所
川
原

第
三
中
学
校
増
改
築
の
推
進
を

は
じ
め
、
五
所
川
原
小
学
校
の

建
築
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
神

山
ス
キ
ー
場
の
ナ
イ
タ
ー
設
備

が
完
成
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
待
望
の

市
民
プ
ー
ル
の
建
設
に
着
手
い

た
し
ま
す
。
 

着
々
と
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
五
所
川
原
大
橋
は
六
十
四

年
に
、
新
津
軽
大
橋
は
六
十
五

年
に
完
成
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

都
市
計
画
街
路
で
は
姥
泡
・
田

川
線
の
整
備
、
及
び
田
川
・
二
 
 

ッ
屋
線
が
津
軽
鉄
道
と
の
立
体

交
差
の
整
備
建
設
に
人
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
西
北
津
軽
の
中

心
都
市
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い

発
展
が
約
束
さ
れ
て
い
る
当
市

で
あ
り
ま
す
が
、
現
実
は
な
お

も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

不
捜
不
屈
の
五
所
川
原
魂
を
も

っ
て
こ
れ
に
あ
た
る
と
き
、
必

ず
や
道
が
拓
か
れ
る
こ
と
を
確

信
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
奉
仕
と

信
頼
の
市
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
 

た
だ
ひ
た
す
ら
五
万
市
民
の
幸

せ
の
た
め
に頑
張
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。
 

市
民
各
位
の
ご
健
勝
、
ご
繁

栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
一
層
の
ご
協
カ
、
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

の
竣
工
、
若
さ
が
躍
動
し
た
第
 

四
十
一
回
県
民
体
育
大
会
の
成
 

功
、
そ
し
て
不
安
を
払
拭
し
て
 

＼
、
1

ー
 

たくましく前進 

幸せのために 市
 
長

森
田

稔
夫
 

【
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消
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式
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4
日
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時
問
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前
十
時
 
お

間
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せ
ぱ
，
消
防
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場
所
 
ー
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（ス
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本
部
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．
〇
一
九
番
）
 

イ
 
ー
亀
屋
松
島
店
前
付
近
）
 
へ
ど
う
う
ぞ
。
 

×
 

の 

（第630号） 

‘ ・・ 	二 

③昭和62年（1987年） 1月 1日 広報ごしょがわら 
一
 

も
着
実
に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
 

年
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
 

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
 
 
》
」
こ
 

又  5万市民 
r21世紀をめざし 21世紀をめざして 

」 

'7一、ーぐり」‘、三」、二 

生
活
関
連
道
路
の
 

確
保
に
全
カ
！
 

市
除
排
雪
対
策
本
部
設
置
 

に
新
年
を
迎
え
、
本
市
の
一
段

の
躍
進
が
期
待
さ
れ
、
清
新
の

気
が
み
な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま

す
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
カ
の
賜
と
心

か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
 

顧
み
ま
す
と
、
わ
が
五
所
川

原
市
は
本
年
を
も
っ
て
市
制
施

行
三
＋
三
年
目
を迎
え
、
半
島
 

振
興
法
に
基
づ
く
津
軽
半
島
の

地
域
指
定
、
青
森
地
域
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
の
指
定
、
ま
た
漆
川
工

業
団
地
等
の
整
備
が
進
行
し
つ

つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
全
市
民

の
愛
郷
梢
神
が
き
わ
め
て
旺
盛

な
こ
と
と
行
政
運
営
の
よ
ろ
し

き
を
得
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
福

祉
を
増
進
し
、
市
民
生
活
の
安
 
 

定
を
図
る
に
は
、
な
お
重
要
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
私
ど

も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
市
民
生
活
の
安
定
向
L
を

図
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
創
意

工
夫
を
重
ね
市
民
皆
様
方
の
ご

期
待
に
こ
た
え
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
て
、
住
み
よ
い
 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

新
し
く
迎
え
た
昭
和
六
ト
ー
 

年
は
、
希
望
あ
ふ
れ
る
意
義
あ

る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
念
願
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
皆

様
に
と
り
ま
し
て
も
最
良
の
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
 

市
で
は
、
今
冬
の
除
雪
及
び

排
雪
に
備
え
十
二
月
二
十
五
日
、
 

「市
除
排
雪
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
通
勤
通
学
等
の
生
活
道

路
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
除
排
雪
計
画
路
線

の
総
延
長
は
約
二
百
五
十
四
キ

ロ
」）
で
、今
年
度
購
入
の
除
雪

ド
ー
ザ
を
は
じ
め
市
有
除
雪
車

両
及
び
民
間
委
託
車
両
の
山
動

に
よ
り
、
生
活
関
連
道
路
の
確
 
 

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

な
お
、
屋
根
雪
の
落
下
、
路

上
駐
車
、
路
上
の
車
両
乗
り
上

げ
鉄
板
、
自
動
販
売
機
な
ど
の

障
害
に
よ
り
除
排
雪
作
業
に
支

障
が
生
じ
た
り
、
ま
た
排
雪
後

の
路
上
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
に

よ
り
緊
急
車
両
が
通
行
不
能
と

な
る
こ
と
も
あ
りま
す
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
に
は
、
ロ
頃
か

ら
市
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理

解
と
絶
大
な
ご
協
カ
を
賜
り
厚

く
御
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。
議
会

の
円
満
な
運
営
と
市
政
の
伸
展

を
第
一
義
と
し
て
誠
心
誠
意
努

力
し
て
ま
い
り
、
大
過
な
く
越
 

市
議
会
議
長
 
川
 

浪
直
治
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▽
悪
戸
・
田
中

・
宮
田
 
小
野
 

正
清
 

▽
水
野
尾
・
富
耕
 
森
 
減
 

▽
一
野
坪
・
中
村
・
前
一
泡・
石

畑
 
対
m句静
賢
 

▽
唐
笠
柳
・
末
広
 
太
田
雅
夫

マ
石
岡
・
ニ
本
柳
 
寺
田
茂
夫
 

詰
地
区
一
 

『肖
●J
”
．『1

 
l
I
”
●1
4
‘
●
‘l
d

●
J
<
4
J
 

▽
上
町
・
寺
町
・
下
村

・
曙
町
 

・

長
坂
 
小
野
勇
治
 

▽
伝
助
町
・
大
町
・新
町
 
野
 

宮
義
造
 

▽
興
隆

・
朝
日

・
坂
ノ
上
・
南

新
 
．ニ
浦
範
夫
 

マ
北
下
・
中
下
・
南
下

・
五
本

松
・
大
正
町
・
大
日
町
 r
 

藤
徳
三
郎
 

▽
中
町
・
北新
・
下
町
 
高
橋
 

,
 

澄
 

マ
下
岩
崎
 
松
本
孝
一
 

マ
川
山
 
片
山
英
夫
、
松
沢
永
 

八
郎
 

▽
沖
飯
詰
 
藤
森
み
つ
え
 

▽
桜
田
 
白
取
又
一
 

▽
種
井
・
中泊
 
小
野
光
雄
 
 

▽
田
川
 
鰐
田
春
悦
 

』
）無
舞
 

▽
藻
川
 
乗田
誠
孝
、
成
田
賢
 

一
  

▽
鶴
ケ
岡
 対
馬
正
行
、
小
野
 

柾
雄
 

▽
高
瀬
 
二
蒲
正
毅
 

マ
毘
沙
門
 
山
口
武
美
、
成
田
 

ロ
 

左
《
 

▽
長
富
 
桜
井
良

一
、
荒
関
清
 

栄
 

、
 

ロ
 

中
 

＋
 

，
 
ー
 

・
 

社
◆
胃
福
祉に
と

2
1
万

6
千
円
余
 

歳
末
助
け
合

い
芸
能
祭

を

2
0年
連
続
開

催
 

ち
ど

り
舞
踊
会
 

ち
ど
り
舞
踊
会

（
佐々

木
伸

雄
会
長
）
で
は
十
二
月
八
H
、
 
 
毛
内
和
子
さ
ん
、
三
橋
ト
ミ
さ

ん
、
伊
藤
栄
さ
ん
の
三
人
が
同
 

会
を
代
表
し
て
市

役
所
を
訪
れ
、
社

会
福
祉
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
ニ
ト
ー
万
六

千
百
六
十
四
円
を

市
に
寄
付
、
森
田

市
長
に
そ
れ
を
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
会

が
前
目
、
市
民
文

化
会
館
で
開
催
し

た
「
第
一
一
十回
歳

末
助
け
合
い
芸
能

祭
」
 
で
、入
場
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
 
 

募
金
を
寄
付
し
た
も
の
で
、
同

会
か
ら
の
寄
付
は
今
回
で
ニ
ト

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
 

人
気
が
高
い
同
芸
能
祭は
、
こ

の
日
も
通
路
を
埋
め
つ
く
す
ほ

ど
の
超
満
員
と
な
り
、
入
場
者

は
舞
踊
、
民
謡
、
歌
謡
等
で
約

五
時
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
こ
の
寄
付
に
対

し
、
 「二
十
年
と
い
う
長
い
間

本
当
に
ご
く
ろ
う
様
で
す
。
皆

さ
ま
か
ら
の
こ
の
貴
重
な
お
金

は
、
社
会
福
祉
の
向
L
の
た
め

に
十
分
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
 
と
お礼
を
述
べ
ま
し

た
。
 

ま
た
毛
内
さ
ん
達
は
、
 「家
 

族
の
理
解
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
 

励
ま
し
が
あ
っ
て
二
十
年
間
続
 

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
 

今
年
、
部
結
成
十
周
年
を
迎

え
た
下
平
井
町
青
年
部
（
木
村
 
 

れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
長
く
続

け
て
い
き
た
い
」
 
と
話し
て
い

ま
し
た
。
 

嘉
四
雄
部
長
）
で
は
ト
二
H
L
 

日
、
福
祉
向
L
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
市
社
会

福
祉
協
襲

A
に
三
万
円
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
青
年
部
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
数
年
に
わ
た
っ
て

同
協
議
会
に
寄
付
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
特
に

結
成
十
周
年
を
記
念
し
て

行
っ
た
も
の
。
 

こ
の
日
、
同
青
年
部
で

は
し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
木
村
部
 

な
お
、
市
で
は
こ
れ
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

預
託
し
ま
し
た
。
 

長
は
じ
め
部
員
、
来
賓
な
ど
約
 

L
ー
人
が
出
席
し
て
記
念
祝
賀

会
を
開
催
。
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
森
田
市
長
は
「
結
成
十
周

年
誠
に
お
め
で
と
う
。
市
の
発

展
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
 
と
お祝
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
今
回
の
寄
付
金
を
福
祉

基
金
に
繰
り
入
れ
て
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

福
祉
向

上
に

と

3
万
円

寄
付
 

下

平
井
町
青
年

部
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大
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マ
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朝
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三
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▽
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本
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大
正
町
・
大
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藤
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中
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北
新
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下
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マ
下
岩
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松
本
孝
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地
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沢
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八
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マ
沖
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？
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マ
桜
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又
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種
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中泊
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野
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田
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毘
沙
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山
口
武
美
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成
田

知
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藻
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乗
田
誠
孝
、成
田
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マ
長
富
 
桜
井
良
一
、
荒
関
清

一
 

栄
 

マ
鶴
ケ
岡
 
対
馬
正
行
、
小
野
 

‘
 

柾
雄
 

か
い
‘
、
 

▽
高
瀬
 
三
浦
正
毅
 

「
 

社
会
福

祉
に
と

2
1万
6
千
円
余
 

歳
末
助
け

合
い

芸
能
祭
を

2
0年
連
続
開

催
 

＋
っ
 ど
 

り
 
細
舛
 
顕
 A
工
 

ち
ど
り
舞
踊
会

（
佐々

木
伸
 

毛
内
和
子
さ
ん
、
三
橋
ト

ミ
さ
 
募

金
を
寄
付
し
た
も
の
で
、
同

雄
会
長
）
で
は
十
二
月
八
口
、
 

 

ん
、

伊
藤
栄
さ
ん
の
三
人
が
同
 
会

か
ら
の
寄
付
は
今
回
で
ニ
ト

会
を
代
表
し
て
市
 
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
 

役
所
を
訪
れ
、
社
 
人

気
が
高
い
同
芸
能
祭
は
、
こ

会
福
祉
の
た
め
に
 
の

日
も
通
路
を
埋
め
つ
く
す
ほ

役
立
て
て
く
だ
さ
 
ど

の
超
満
員
と
な
り
、
入
場
者

い
と
二
十
一
万
六
 
は
舞

踊
、
民
謡
、
歌
謡
等
で
約

千
百
六
ト
四
円
を
 
五

時
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
く
過

市
に
寄
付
、
森
田
 
）

」
しま
し
た
。
 

市
長
に
そ
れ
を
手
 
森

田
市
長
は
こ
の
寄
付
に
対

渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

し
、
 「
二
十
年
と
い
う
長
い
間

こ
れ
は
、
同
会
 
本

当
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ご
く
ろ
う
様
で
す
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皆

が
前
H
、
市
民
文
 
さ

ま
か
ら
の
こ
の
貴
重
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お
金

化
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館
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開
催
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社
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福
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向
E
の
た
め
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第
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に

十
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活
用
さ
せ
て
い
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だ
き

末
助
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合
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芸
能
 
ま

す
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と
お礼
を
述
べ
ま
し

祭
」
 
で
、入
場
者
 
た
。
 

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
 
ま
た
毛

内
さ
ん
達
は
、
 「家
 
 

れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
長
く
続

け
て
い
き
た
い
」
 
と
話
して
い

ま
し
た
。
 

福
祉
向
上
に
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3万
円
寄
付
 

下

平
井
町
青

年
部
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市
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会

福
祉
協
議
会
に
三
万
円
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
青
年
部
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
数
年
に
わ
た
っ
て

同
協
議
会
に
寄
付
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
特
に

結
成
十
周
年
を
記
念
し
て

行
っ
た
も
の
。
 

こ
の
日
、
同
青
年
部
で

は
し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
木
村
部
 

今
年
、
部
結
成
十
周
年
を
迎
 

え
た
下
平
井
町
青
年
部
（
木
村
 

日
、
福
祉
向
L
の
た
め
に
役
立
 

長
は
じ
め
部
員
、
来
賓
な
ど
約
 

L
十
人
が
出
席
し
て
記
念
祝
賀

会
を
開
催
。
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
森
田
市
長
は
「
結
成
十
周

年
誠
に
お
め
で
と
う
。
市
の
発

展
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
 
と
お祝
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
社
会
福
祉
協
襲

ム

で
は
、
今
回
の
寄
付
金
を
福
祉

基
金
に
繰
り
入
れ
て
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
市
で
は
こ
れ
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

預
託
し
ま
し
た
。
 

族
の
理
解
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
 

励
ま
し
が
あ
っ
て
ニ
十
年
間
続
 

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
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> 募集人員 40 人 

D 修業年限 3 年（ただし、第3 学

年は臨床実習とします。） 

レ入学資格 准看護婦（士）で次の

いず’れかに該当する人。 

①免許取得後、 3 年」こ上 h看護業務に

従事した人（本年 3 月で3 年就業 

終了見込みの人を含むJ 
’ ②高等学校卒業者（本年 3 月卒業見

込みの人を含むJ 
③高等学校衛生看護科卒業者（本年 

3 月卒業見込みの人を含むJ 
レ願書受付期限 1 月 17 口 

D 願書受傘t場所 市立高等看護学院 

> 試験期日 2 月 6 口（金】 

レ試験場所 市立高等看護学院 

ン試験科目 国語、社会、看護一般、 

作文、面接 

〔鳶霧 ~市立高等看護学院一 

I洋しいことは、 

市立高等看護学院 

(云＠)2715番 布屋IH丁 

41番地）教務にお問 

い合わせください。 

第 3 学 
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初心者スキー講習会 

レ申し込み締切 当IIの午前 91昨30 

分 

）その他 スキー用具、畳食は各自

持参（食堂有）。 

1寺しスキーもありますが数に限り

あり （料：のサイズは22 .5-27 .Scm) 

お申し込みやl洋しいことは、勤労

者野外活動施設（廿⑩3631番）へど

うぞ。 

D日時 1月15日 （祝日） 

午前10時～午後 3 iI 

D場所 勤労者野外活動施設 

（狼野長根公園） 

D 受講資格 小学校高学年」こIh 
D 受講料 無料 

レ申し込み締切 当IIの午前 9 

畳食は各自 

昭和62年（1987年）】IIlI~ 広報ごしょがわら 
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     市役所の電話番号は⑩2111番 

すっきりさわやか水洗トイレに 
改造はお早めに 

市公共ド水道の計I由H(ii 債（ L 、 都市計IlIIl の用途地」或に準じ 
670/ia です。このうち ih街」」」l、 松島町、みどり町の各地区を

合わせた325/iaを第 1工区、残り345/ia を第 2 工区とし、現

在第 1工区の汚水管を重点的に整frtil 中です。 
トイレの水洗化を, 

公共下水道が完成し、 公共ド水道史更引用始の告示がされ

ますと、この区域内の各家庭は、汚水等：を ド水］tlに流すた

めの排水設備の設置と トイ レの水I先化が法律によって義務

づけられます。 牛寺にトイ レの水洗化は、処理開始のIIから 

3 年以内に行わなければなりません。 

工事費用は家屋の状態、閣取り。 宅」也の広さなどによっ

て異なりますが、標準世帯でおよそ 40万PIほどかかりまーす二

工事費用を一I昨に負担することが困難な方には、市が30万
円を限度に無利子の融資をあっせんしますので、 早めに水 

I先化されるようお源‘lし・します。 
公共下水道の受益者に一部負担を 

公共下水道の‘受益者は、下水道の整備された特定の区域

の土地所有者又は権利者に限られ、 ド水〕11のない区域と比

較すると、土地利用等について大きな差がありますから、 

受益者に建設費の ・部を負担していただく ことになります‘ 

この制度の採用により、医I庫補且力、起債等が優先的に受

けられ短期間でド水道が整f桁されます。 

負担金を納めていただく方く受益者＞ と‘よ 

公共ド水道を布設された （または布設する）排水区域内

の土」也の所有者（」也主） が受益者ですー。 ただし、権利の~「 

的となっている土hりの馬,合は土地の権利者（地 Lf航者、質

権者、使用借主又は賃借人等）です。 

受益者負担金の額は、 1 rn 当たり 3501 'Iの割合で賦課し、 

たします。秘」付方法は一Iil誹内付と 3 年分割納付があり、 

IilI納付は報奨金を差引いた割iとなります。 

詳しいことは、市ド水道課（か内紡I236番）へお問い合

わせくださ t 、 

く自衛官募め 
＠安定した待遇と楽しい生活＠ 

自衛隊をささえるのは 

若いみなさんです。 

⑥明るくひらかれている将来＠ 

ノ 

2 等陸・海・空士（男子・女子） 

自衛官となる最も一般的なコ 

ースです。 

入隊と同時に 2 等陸・海・空

士に任命され、新隊員教育隊で

教育を受けた後、各部隊に配属

され、各種の分野で活躍します。 

入隊者は全員営舎内（艦艇内） 

居住で衣食住は無料支給又は貸

与のうえ、初任給101,400「リ、そ

の他勤務の内容によって各種手

当が支給されます。 

●任用期間は 2 年又は 3 年が

一任期ですが、希望者には、選

考に基づき継続任用される道が

ひらかれています。 

また、曹・幹部への道もひら

かれています0 
詳しいことは市民課（内線277 

番）又は自衛隊地方連絡部五所

川原募集事務所 (ft 2305番） 
ノ＼。 
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＼ 第17回園既』甥謄弱どラ7 

02 月 8 日（白） ズグリ回し大会、雪 I-. 
親子綱弓は大会、雪上カルタ大会 （市庁

舎前おまつり広場） 

タコあげ大会（北斗グラウン ド） 

02 月11日（水） 歌謡・津軽民謡・津軽 

民謡手踊りコンクール（市民文化会館） 

※期間中 氷の彫刻展（市庁舎前おまつり 

広馬D 
レ申し込み締切 1月17日 （土） 

参加資格等のお問い合わせや参加申し込

みは、市商工観光課（か内線 260番）へ才了

中し込みください。 

E催 市観光協会 

ーミス青函博募集 	II 
	 青函トンネル開通記念引 

博覧会実行委員会 

者函博に向けて事前の宣伝及びキャラバ

ン、催事等に参加するほか、青函博会期中、 

県内外の来訪者への接遇、案内及び各種行

事（1li・ドに従事するミス青函博を募集します。 

レ応募資格 

①満18才」-lL（本年 4 月 lII現在）24才」以

下の心身ともに健全な未婚の女桝ジである

こと。 

②高等学校卒業（本年 3 月卒業予定者を含

む） もしくは同平呈度以 Lの学歴を有する

人。 

（③博覧会坊はで通勤可能な範囲内に居住が

で・きる人。 

ン採用予定人員 6 人以内 

D 選考方法 ミス青函博としてふさわしし、 

人柄、教養について選考試験 (1次・ 2 
次） を行う。 

D申し込み受付期間 1月10目～2)1911 
I」」I出書類、 その他の詳しいことは、青函

トンネル開通記念博覧会実行委員会事務局 

（か0177電445 11番 青森市安方 ・」‘ lI1番 

40号）へお問い合わせください。 

r 	、 
雇用の安定に雇用保険制度

のi舌用を 

（県雇用保険謁り （県雇用保険謁り 

ノ 

今年は農業委員の改選の年です。  
選挙人名簿登載有資格者は、1月10日までに申

請書に記入のうえ、 それを行政連絡員（旧市内

の方は農事実行組合長）にお渡しするか農業委

員会事務局へ提出してください。 

詳しくは、昭和61年12月15日号の市広報 「ご

しょがわら」 をごらんください。 

担当・・農業委員会ホ務局（か内線229・230番、 

ぐ―6 2年度ー入学生募集―う 
\~-―県立弘前高校通信制ーノ 

自宅と日曜スクーリング（昼間） で学習しな

がらリポートを作成し、規定の単位を修得しま

すと高等学校卒業の資格が得られます。 

職業や年齢に関係なく学ぺますので、いろい

ろの立場の人達がおり、勉学に、 スポーツに一

生懸命です。 また、希望する科目だけを学ぶこ

ともで’きます。 

入学願書と入学案内は、120円切手を同封し下

記へ請求してください。返信用封簡は不要です。 

出願期間は、3月4日～4月8日です。 

なお、就学前の子どもさんのための託児室も

設けています。 そのほか、学習のイ士方など詳し

い事を知りたい方は、県立弓2、前高等学校通信制 

(廿01 72@9424番 〒036弘前市新寺町一番地） 

へお間い合わせください。 

"WWWWw 

~ 62年合同除厄祈願祭（案内） 
§ レ対象者 	1 ( HR I1 21年 4 ii 2 I I -hR )i 22年 4 I I l I I 'I: Jr 
ミ れの方） 
， 	女 (II( 和30年 4 II 2 II -昭和31年 4 lJ I II生まれの方〕 
ミン日時 2 月11II(水】祝「-I 午後 I IL', 

D 場所 市中央公民館 D 会費 男12,000円 女 9,000)1 
レ案内 対象者へは別途郵便で案内いたします。 
レ申し込み受付け期間 1り 5 I(Jl'-20II(大】 
D申し込み先 会費をそえて Iド務局までお願いしま I二， 
（なお、都合に上り‘ド務局へおいで願えない方は実行委員 
"I 

実行委員会委員長 長 内 	久 
事務局（市役所内 ft歯'2111番） 

保険年金課 荒谷 秀弥（内線 265番） 
I川II 晴釘‘（ 	ク 	｝ 

税 務 課 蒔III 弘次（内線 201番） 
商じ観光課 対 IIう 義光（内線 285番〕 
秘書企画課 葛酉 

管 理 課 山谷 涼子‘内線 325 番I 
ノ×“"w×メ”4"m4~叱～叱4h力，β賢』俄m4ww~～叱～~”~,~,．α44',γマx刀“γ‘ 
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12・1 月は雇用保険料納付推進月間 
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 （救急医療部会） 

昭和62年（1987年） 1月 1lI 広報ごしょがわら 	 （第630号）⑧ 

員昌ドッ勿号固回よ包 g 
市役所の電話番号は⑩2111番 

市では40歳以上の市民を対象に成人病の早期発

見、早期治療を目自勺としたミニドックを実施して

います。 対象となる人は積極的に受けるようにし

てくだきい。 

レ実施期間 2 月28日 （Dまて二。 

レ実施時間 医療機関によつて実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

ン受診方法 受診を希望する人は、市衛生課窓

口に保険証を持参のうえ、受診記録票の交付を受

け、希望する医療機関で受診してください。 

ン受診料 1,000円（申し込み時） 

~ ただし70歳以上の方、生活保護世帯、市民税非 

て 

	

	課税世帯の方は無料（申し込みの際‘I正明書を提出 

しでください）。 

レ診査項目 診察、身体測定、心電図、尿検査、 

貧血検査、肝機能検査。 

ン間い合わせ先 市衛生課（内線 272番） 

◇実施医療機関◇ 

小 笠 原 内科 医院 白 生 会 胃 腸 病 院 

兼平内科小児科医院 佐 	々 	木 	医 	院 

川崎胃腸科内科医院 佐藤内科小児科医院 

冨田胃腸科内科医院 佐藤仁外科胃腸科医院 

西 北 中 央 病 院 荘 司 内 科 医 院 

木 村 内 科 医 院 白戸胃腸科外科医院 

田辺胃腸科外科医院 森 	田 	診 療 所 

対馬内科小児科医院 三 	好 診 療 所 

中 村 内 科 医 院 森内科小児科医院 

増 	田 	病 	院 江 	渡 	医 	院 

復 明 	堂 医 院 健生病院五所川原診療所 
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乳幼児の健康診査 
レ場所 市ィ呆健七ンター 

レ受付時間 午後1時～1時30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオ

ル。 3 才児は尿検査も行いますので’、当日き

れいに洗った小ビン（こ尿を入れてもってきて

ください。 

※注意 （D6カ月児健康相談の際に、神経

芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付し

ますが、当日つごうで来れない場合は検査七

ッ トを衛生課窓口にて配付いたしますので× 

6 カ月、 7カ月の赤ちゃんは、・ぜひ才J,いで・く

ださい。 

※注意（②）病気療養中（特に伝染性の病気） 

のお子一さんはご遠慮ください。 

ii 	令 対 象 児 内 	容 

3 か 月 児 S 61年 9月生 1)l13日（大〕 健康診査 

6 	か」l 児 S 61年 6月生 I 	J120II(k) 健康相談 

1 	歳 	児 S 60年12月生 I)」26日（月） 健康相談 

1歳 6か月児 S 60年 7月生 1 	JJ27l:I(k) 健康診査 

3 	歳 	児 S 58年 8月生 1月14日困 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（廿内線 268・272番） 

ノ、どうぞ。 

「1月の保健センター相談日」 
ン日時 1 ii 9 ・16・23・301I（毎週金叶til) 

午前1011.芋～午後 311寺 

レ内容 保健婦が血圧i則定、尿検査を含めた

健康相談に応じます。 赤ちゃんからお年寄

りまで、 お気軽にご利用ください。 

詳しいことは市衛生課（廿内紡I268番）へ

どうぞ。 

みん雄の健康教室 
医師会と家庭を結ぶ 「みんなの健

康教室」 が開かれます。 

レテーマ 「冬に悪化する皮膚病」 

レ日時 	1月231 l(劃 午後1時 

ン場所 市保健センター 

D講師 松坂正先生（松坂皮膚科医院長） 

主催 北五医師会 

市民保健協言義会 
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